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第
３
回
支
部
執
行
委
員
会
は
１
月
15
日
、
新
春
旗
び
ら
き
の
前

に
14
人
の
出
席
で
行
い
、
以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
南
地
区
労
定
期
大
会
（
12
月
19
日
夜
、
京
都
テ
ル
サ
に
て
）

▼
『
仲
間
』
前
月
号
に
て
会
議
の
様
子
を
報
告
。

②
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」

〇
執
行
委
員
会
時
点
で
回
収
22
枚
づ
つ
。

〇
次
回
執
行
委
員
会
で
回
答
内
容
の
精
査
な
ど
を
予
定
。

③
建
交
労
全
国
高
齢
者
部
会
「
全
国
雇
用
福
祉
事
業
団
協
議
会
」

〇
12
月
幹
事
会
で
「
全
国
協
議
会
」
発
足
と
事
業
計
画
、
参
加

呼
び
掛
け
文
を
決
定
。
各
地
の
事
業
団
で
加
入
審
議
へ
。

２
．
各
分
会
の
取
り
組
み

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
京
都
事
業
所

〇
春
闘
要
求
提
出
前
に
分
会
大
会
を
行
い
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て

春
闘
要
求
づ
く
り
も
進
め
る
。

②
宇
治
分
会

○
宇
城
久
地
区
労
へ
の
加
盟
に
向
け
て
交
渉
・
調
整
中
。

３
．
新
春
旗
び
ら
き
の
詳
細

①
参
加
者
の
確
認

②
時
間
割
と
役
割
分
担
の
最
終
確
認

４
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」

○
12
月
号
で
配
布
、
１
月
中
ぐ
ら
い
に
集
約
を
め
ざ
す
。

②
建
交
労
京
都
府
本
部
・
第
30
回
府
本
部
委
員
会

○
１
月
19
日
㈰
10
時
〜
12
時
、
高
齢
者
会
館
に
て
。

③
そ
の
他

○
南
地
区
労
・
旗
び
ら
き
。
１
月
17
日→

参
加
見
込
み
な
し
。

○
税
の
学
習
会
「
確
定
申
告
相
談
会
」
２
月
14
日
㈮
14
時
ご
ろ

か
ら
で
、
南
区
生
健
会
と
調
整
。

○
北
陸
新
幹
線
延
伸
反

対
街
宣
、
塔
南
高
校

跡
地
給
食
セ
ン
タ
ー

問
題
・
裁
判
傍
聴
の

チ
ラ
シ
紹
介
と
参
加

呼
び
か
け
。

○
12
月
末
の
支
部
月
次

会
計
報
告
。

※
次
回
執
行
委
員
会
は
、

２
月
19
日
㈬
午
後
２
時

の
開
催
予
定
。

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )

1月15日は「小正月」小豆粥



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

原発とめよう！
福島原発事故から14年 福島に思いはせ みんなでデモしよう

バイバイ原発3･8きょうと
日 時：３月８日㈯ 14時開会･15時30分デモ出発

場 所：東山区・円山公園野外音楽堂

講 演：強引な政府のやり方に一言 せやろがいおじさん

2011年月11日に起きた東日本大震災・フクシマ原発事故からまもなく14年。

私たちは、福島に想いを寄せ、毎年、3.11前後の日程で集い、京都から脱原発

を訴え続けてきました。

多様な市民が、脱原発の願いのもと結集し世論を動かそうというこの取り組み

は、全国的にも貴重なものとなってきています。

しかし、その実現には今なお多くの困難が立ちはだかっています。

だからこそ、私たちは粘り強くこの訴えを続けています。事故の風化を許さず、

脱原発に向けさらに前進するために、今年も「バイバイ原発3.8きょうと」の開

催を呼びかけます。多くの皆さんのご参加・ご賛同をお願いします。



今
年
の
新
春
旗
び
ら
き
は
、

コ
ー
ヒ
ー
と
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

を
用
意
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

山
川
書
記
長
の
司
会
で
開
会
、

ま
ず
主
催
者
を
代
表
し
て
松
永

委
員
長
が
挨
拶
、
続
い
て
来
賓

の
建
交
労
京
都
府
本
部
の
重
村

委
員
長
、
京
都
高
齢
者
事
業
団
の
松
本
常

務
理
事
、
宇
治
高
齢
者
事
業
団
の
加
藤
代

表
理
事
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

続
い
て
、
三
線
奏
者
で
八
重
山
民
謡
の

さ
ん
し
ん

久
保
田
晃
平
さ
ん
の
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。

久
保
田
さ
ん
に
は
、
今
年
で
３
年
連
続
の

ご
出
演
と
な
り
、
沖

縄
民
謡
を
８
曲
ご
披

露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
の
「
豊
年
音
頭
」

は
組
合
員
も
三
線
の

さ
ん
し
ん

早
弾
き
に
合
わ
せ
て

手
振
り
で
参
加
し
ま

し
た
が
、
コ
ー
ヒ
ー

で
な
く
ア
ル
コ
ー
ル

が
あ
っ
た
ら
、
立
っ

て
踊
る
人
が
増
え
た

か
も
。

（
山
川
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

１
月
15
日
㈬
午
後
、
執
行
委
員
会
の
開
催
後
に
、
の
べ
34
人
が
参
加
し

て
、
恒
例
の
「
新
春
旗
び
ら
き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
か
ら
連
帯
の
ご
挨
拶
を
受
け
た
後
、
文
化
行
事
と
し
て
、
今
年
も

久
保
田
晃
平
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
沖
縄
民
謡
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲加藤代表理事

▲開会あいさつの松永委員長

▲今年もご出演いただいた久保田さん

▲松本常務理事



２
０
２
５
年
度
（
４
月
～
来
年
３
月
）

の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
満
額
で
月
額
６
万

９
３
０
８
円
（
前
年
度
比
１
３
０
８
円
）
、

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
老
齢

基
礎
年
金
は
満
額
で
月
額
６
万
９
１
０
８

円
（
同
１
３
０
０
円
）
で
決
定
し
ま
し
た
。

年
金
額
は
物
価
や
手
取
り
賃
金
の
変
動

に
応
じ
て
、
毎
年
改
定
す
る
仕
組
み
で
す
。

２
０
２
５
年
度
は
物
価
変
動
率
が
2.7
％
、

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
が
2.3
％
で
し
た
。

し
か
し
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
に
よ

る
調
整
で
、
賃
金
変
動
率
よ
り
0.4
％
下
げ
、

今
回
1.9
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
の
物
価
上
昇
に
は
遠
く
及
ば
す
、

実
質
減
額
が
続
い
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
２
０
２
３
年

度
末
の
月
額
10
万
円
以
下
の
老
齢
年
金
額

の
受
給
者
は
２
２
３
１
万
人
に
お
よ
び
、

年
金
だ
け
で
は
生
活
で
き
ず
、
高
齢
者
の

就
労
は
３
１
８
万
人
増
の
９
１
４
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
の
低
年
金
者

は
10
万
円
以
下
が
１
７
３
８
万
人
、
５
万

円
以
下
が
４
９
２
万
人
で
す
。
こ
う
し
た

年
金
受
給
者
の
実
態
を
顧
み
ず
、
実
質
年

金
額
引
き
下
げ
と
な
る
改
定
率
を
毎
年
適

用
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
公
的
年
金
積
立
金
は
２
０
２
３

年
度
末
で
２
９
０
兆
円
超
が
確
保
さ
れ
て

お
り
、
株
式
配
当
や
債
券
利
息
で
毎
年
２

～
３
兆
円
の
運
用
益
を
生
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
ち
に
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
な
ど

に
よ
る
年
金
額
の
実
質
削
減
を
中
止
し
、

実
質
的
価
値
を
維
持
し
、
物
価
上
昇
を
上

回
る
年
金
額
に
す
べ
き
で
す
。

京
都
市
は
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、

京
都
府
へ
の
納
付
金
の
増
額
分
を
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
等
で
対
応
で
き
な
い
と
し

て
、
２
０
２
５
度
の
保
険
料
を
引
き
上
げ

る
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
引
き
上
げ
は
３

年
ぶ
り
で
、
引
き
上
げ
幅
は
、
今
の
制
度

と
な
っ
た
２
０
０
８
年
度
以
降
で
最
大
。

現
在
、
京
都
市
の
国
保
加
入
者
は
25
万

人
余
り
で
、
１
人
あ
た
り
の
保
険
料
は
平

均
で
９
万
８
７
４
６
円
か
ら
10
万
８
９
６

８
円
へ
と
、
率
に
し
て
10
％
余
り
引
き
上

げ
ら
れ
る
計
画
で
す
。

京
都
市
は
、
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整

基
金
が
ほ
ぼ
枯
渇
し
、
再
来
年
度
以
降
も
、

財
源
の
不
足
は
保
険
料
の
引
き
上
げ
で
ま

か
な
う
方
針
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
保
に
は
高
齢
者
や
低
所
得
者
が
多
く

加
入
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
家
計
に
大
打
撃
。

２
月
に
開
か
れ
る
京
都
市
議
会
で
、
こ
の

予
算
案
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

（
山
川
）

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法! ! なく そう 貧困! ! !( ５ )

社会保障

物
価
上
昇
を
超
え
る
公
的
年
金
を

１
月
24
日
厚
生
労
働
省
が
２
０
２
５
年
度
の
年
金
改
定
を
発
表

京
都
市
が
国
保
料
10
％
引
き
上
げ
を
計
画

１
月
29
日
京
都
市
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
協
議
会
が
発
表



今
回
は
〝
定
額
減
税
〟
欄
が
あ
り
ま
す

定
額
減
税
は
、
物
価
対
策
と
し
て
昨
年

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
年
収
１
８
０
５
万
以

下
に
、
所
得
税
３
万
と
住
民
税
１
万
、
最

高
４
万
円
の
減
税
・
給
付
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
金
額
の
記
載
欄
が
あ
り
、

確
定
申
告
書
の
第
一
表
「
税
金
の
計
算
」

44
欄
「
令
和
６
年
分
特
別
税
額
控
除
（
３

万
円
×
人
数
）
」
に
、
人
数
と
計
算
結
果

の
金
額
を
記
入
し
ま
す
。
自
身
が
所
得
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
、
配
偶
者
や
扶
養

親
族
な
ど
の
対
象
は
何
人
い
る
か
な
ど
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
控
へ
の
税
務
署
受
付
印
の
廃
止

「
税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き

る
社
会
」
を
目
指
し
、
こ
れ
を
機
に
電
子

申
告
が
増
え
る
こ
と
を
税
務
署
は
期
待
し

て
い
る
ら
し
い
が
、
ハ
ン
コ
ぐ
ら
い
押
し

て
く
れ
た
ら
え
え
の
に
。
手
書
き
申
告
書

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
つ
も
り
か
な
？

以
前
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
持
続
化
給
付
金

の
申
請
に
は
、
収
受
日
付
印
の
あ
る
申
告

書
が
必
要
で
し
た
。
今
後
は
ど
う
な
る
？

ス
マ
ホ
に
よ
る
申
告
手
続
き
の
拡
大

昨
年
か
ら
ス
マ
ホ
用
電
子
証
明
書
が
導

入
さ
れ
、
ス
マ
ホ
の
み
で
申
告
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
の
み
対
応
で
、
ア
ッ
プ
ル
製

の
ア
イ
フ
ォ
ン
で
は
で
き
な
い
。

こ
れ
に
伴
い
、
税
務
署
の
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
で
も
ス
マ
ホ
対
応
と
な
り
、

パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な
い
納
税
者
で
も
電
子

申
告
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
今
年
の
変
更
点

①
所
得
金
額
調
整
控
除
の
記
入
方
法
変
更

こ
れ
は
年
収
８
５
０
万
円
超
が
対
象
。

②
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
変
更

子
育
て
世
帯
や
若
者
夫
婦
世
帯
が
住
宅

取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
入
居
し
た
場

合
、
借
入
限
度
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
し
た
。

＊

＊

＊

毎
年
、
何
ら
か
の
税
制
改
正
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
申
告
書
の
記
述
内
容
や
控
除

額
な
ど
が
少
し
づ
つ
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
末
調
整
の
対
象
外
で
あ
る
、

医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
た
い
場
合
に
は
、

確
定
申
告
を
し
て
届
け
出
な
い
と
税
金
が

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

確
定
申
告
は
、３
月
17
日
㈪
ま
で
で
す

今
年
の
確
定
申
告
は
、
２
月
17
日
㈪
か
ら
３
月
17
日
㈪
ま
で
。
組
合
で
は
「
税
の

学
習
会
」
も
行
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
確
定
申
告
の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。



私
の
家
で
は

雛
祭
り
を
し
な

い
の
で
、
雛
あ

ら
れ
や
菱
餅
は

ひ
し
も
ち

無
縁
で
し
た
。

た
だ
「
白
酒
」

し
ろ
ざ
け

に
は
興
味
津
々

で
、
買
っ
て
飲
ん
で
み
た
が
、
あ
ん
ま
り

旨
い
も
ん
や
な
か
っ
た
な
ぁ
。

白
酒
と
は
焼
酎
や
味
醂
に
蒸
し
た
糯
米
、

し
ろ
ざ
け

み

り

ん

も
ち
ご
め

麹
を
加
え
て
１
ヵ
月
ほ
ど
熟
成
さ
せ
た

こ
う
じ

あ
と
、
す
り
つ
ぶ
し
て
作
ら
れ
る
酒
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
10
％
程
度
、
酒
税
法

で
は
リ
キ
ュ
ー
ル
類
に
な
る
。
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
な
の
で
、
子
供
に
飲
ま
せ
た
ら
ア

カ
ン
。
雛
祭
り
で
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の

甘
酒
で
代
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

白
い
酒
と
い
え
ば

「
ど
ぶ
ろ
く
」
。
清

酒
に
比
べ
未
発
酵
の

米
や
糖
分
が
残
っ
て

甘
く
感
じ
る
風
味
で
、
口
当
た
り
が
良
い
。

つ
ま
り
飲
み
過
ぎ
や
す
い
。

「
に
ご
り
酒
」
は

目
の
粗
い
酒
袋
で
す

が
、
濾
し
て
い
る
の

で
清
酒
の
分
類
で
す
。
火
入
れ
し
て
い
な

い
生
酒
は
発
酵
が
続
き
、
飲
む
と
シ
ュ
ワ

シ
ュ
ワ
感
が
あ
っ
て
大
変
旨
い
。

焼
肉
屋
さ
ん
で
は

「
マ
ッ
コ
リ
」
を
注

文
す
る
。
日
本
酒
の

に
ご
り
酒
と
は
似
て
非
な
る
も
の
。
こ
れ

は
原
料
の
違
い
ら
し
い
。
度
数
も
低
く
て
、

さ
っ
ぱ
り
し
た
風
味
が
、
濃
い
味
の
焼
肉

に
大
変
良
く
合
う
。

中
国
に
は
「
白
酒
」
が
あ
る
が
、
透
明

パ
イ
チ
ュ
ウ

な
酒
で
白
く
な
い
。
中
国
語
で
〝
白
〟
は

無
色
透
明
と
い
う
意
味
や
、
と
は
酒
屋
さ

ん
の
話
。
中
国
で
は
蒸
留
酒
全
般
を
白
酒

と
い
う
そ
う
で
、
紹
興
酒
の
よ
う
な
醸
造

し
ょ
う
こ
う
し
ゅ

酒
は
黄
酒
と
分
類
さ
れ
る
。

（
山
川
）

ホ
ア
ン
チ
ュ
ウ

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！( ７ )

２月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

みんなで雪かき （答えは10ページ）

四方
山話

白
酒
と
白
い
色
の
お
酒
の
話

し
ろ
ざ
け

宝酒造・ももやま白酒

中
埜
酒
造
・
國
盛

な

か

の

く
に
ざ
か
り

眞
露
・
マ
ッ
コ
リ

ジ

ン

ロ

月
の
桂
に
ご
り
酒



２
月
23
日
㈰

宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
／
山
城
総
合
運
動
公
園
～

２
月
24
日
㈪

健
康
長
寿
フ
ェ
ス
／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
月
25
日
㈫

梅
花
祭
／
北
野
天
満
宮

２
月
28
日
㈮

Ｔ
Ａ
Ｇ
文
具
ま
つ
り
／
み
や
こ
め
っ
せ

３
月
２
日
㈰

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
／
亀
岡
市
ア
ル
プ
ラ
ザ
亀
岡

３
月
３
日
㈪

ひ
い
な
ま
つ
り
／
市
比
賣
神
社
（
河
原
町
五
条
）

３
月
７
日
㈮

市
民
狂
言
会
／
京
都
観
世
会
館
（
左
京
区
岡
崎
）

３
月
８
日
㈫

町
家
で
古
道
具
市
／
ぶ
ん
ぶ
ん
カ
フ
ェ
（
上
京
）

梅
花
祭
／
長
岡
天
満
宮
（
長
岡
京
市
）

３
月
13
日
㈭

春
の
十
三
ま
い
り
／
虚
空
蔵
法
輪
寺
（
嵐
山
）

３
月
14
日
㈮

春
の
い
け
ば
な
展
／
池
坊
（
中
京
区
烏
丸
六
角
）

３
月
15
日
㈯

伏
見
酒
フ
ェ
ス
／
月
桂
冠
昭
和
蔵
（
伏
見
区
）

３
月
20
日
㈭

男
山
桜
ま
つ
り
／
石
清
水
八
幡
宮
（
八
幡
市
）

３
月
22
日
㈯

梅
小
路
フ
ェ
ス
／
梅
小
路
公
園

衹
園
白
川
宵
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
／
衹
園
新
橋
周
辺

桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
／
平
野
神
社

３
月
23
日
㈰

京
都
動
物
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
梅
小
路
公
園

３
月
25
日
㈫

桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
／
京
都
府
立
植
物
園

３
月
28
日
㈮

京
都
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
／
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

弥
生
の
あ
れ
こ
れ

＝

雛
祭
り＝

や

よ

い

３
月
３
日
の
雛
祭
り
は
、
女
児
の
幸
福
を
祈
る
た
め
に
行
わ
れ
、

ひ
な
ま
つ

雛
飾
り
、
白
酒
、
菱
餅
、
桃
の
花
な
ど
を
飾
り
ま
す
。

ひ
な
か
ざ

し
ろ
ざ
け

ひ
し
も
ち

下
鴨
神
社
で
は
「
流
し
雛
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
子
供
の
身
代
わ

り
と
し
て
、
小
さ
な
雛
人
形
を
桟
俵
に
乗
せ
、
境
内
の
御
手
洗
川

さ
ん
だ
わ
ら

み

た

ら

し

に
流
し
て
、
無
病
息
災
を
願
い
ま
す
。

河
原
町
五
条
下
ル
の
市
比
賣
神
社
で
は
、
希
望
者
に
は
、
服
の

い

ち

ひ

め

上
か
ら
女
子
は
小
袿
、
男
子
は
狩
衣
と
い
う
平
安
装
束
を
着
て
、

こ
う
ち
ぎ

か
り
ぎ
ぬ

大
き
な
雛
壇
に
登
っ
て
の
記
念
撮
影
が
で
き
る
ら
し
い
。

ひ
な
だ
ん

雛
人
形
の
飾
り
方
、
右
と
左
の
話

雛
人
形
は
、
京
都
と
他
の
地
域
で
男
雛
と
女
雛
の
位
置
が
異
な

お

び

な

め

び

な

る
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
で
は
男
雛
が
向
か
っ
て
右
、

地
方
で
は
逆
。
こ
れ
は
古
来
の
風
習
で
「
君
子
南
面
す
」
南
向
き

く
ん
し
な
ん
め
ん

に
座
っ
て
、
太
陽
の
昇
る
左
側
を
上
位
と
す
る
考
え
方
。
左
大
臣

さ
だ
い
じ
ん

は
右
大
臣
よ
り
上
席
者
。
舞
台
で
も
演
者
か
ら
見
て
左
が
上
手
。

う
だ
い
じ
ん

か

み

て

襖
や
障
子
も
、
襖
か
ら
見
て
左
側
を
前
に
し
て
は
め
る
。
着
物

ふ
す
ま

し
ょ
う
じ

は
〝
相
手
か
ら
見
て
〟
「
右
前
」
。
自
分
の
左
襟
が
上
に
な
る
。

し
か
し
欧
米
を
中
心
に
世
界
の
多
く
は
右
上
位
。
諸
外
国
の
王

室
に
倣
い
、
明
治
中
期
よ
り
天
皇
が
皇
后
を
左
隣
に
伴
う
よ
う
に

な
り
、
雛
人
形
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
並
び
が
逆
に
な
っ
た
。
な
ぜ

男
性
が
上
位
な
の
か
、
と
い
う
根
本
課
題
が
あ
る
け
れ
ど
も
。

な
ぜ
右
上
位
か
「
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
」
に
あ
っ
た
か
な
。

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



１
月
31
日
か
ら
３
日
間
、
昔
の
仲
間
３
人

で
長
野
県
・
野
沢
温
泉
村
へ
「
ス
キ
ー
＆
温

泉
」
と
銘
打
っ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

京
都
駅
か
ら
朝
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
と
北

陸
新
幹
線
を
乗
り
継
い
で
飯
山
駅
、
さ
ら
に

バ
ス
で
野
沢
温
泉
村
へ
。
途
中
か
ら
周
り
は

真
っ
白
の
銀
世
界
。
「
ご
ん
に
む
荘
」
と
い

う
変
わ
っ
た
名
称
の
民
宿
に
午
後
３
時
40
分
に
到
着
。
若
い
こ
ろ

と
違
い
、
今
回
は
ま
ず
温
泉
に
浸
か
り
に
、
宿
か
ら
少
し
離
れ
た

外
湯
「
大
湯
」
へ
。
聞
い
て
い
た
以
上
に
熱
か
っ
た
。
体
を
ほ
ぐ

し
、
土
産
物
店
な
ど
街
を
散
策
。
驚
い
た
こ
と
に
日
本
人
が
い
な

い
。
西
欧
人
ば
か
り
で
店
員
も
外
国
語
で
対
応
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は

見
て
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
夕
食
は
食

べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
自
家
栽
培
の
野
菜
、
キ

ノ
コ
な
ど
を
使
っ
た
手
作
り
料
理
の
数
々
。

野
沢
菜
も
絶
品
で
し
た
。
楽
し
み
の
奥
信
濃

の
地
酒
「
水
尾
」
に
「
馬
刺
し
」
を
合
わ
せ

て
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
の
反
省
会
。

盛
り
上
が
ら
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

２
月
１
日
は
ま
ず
ま
ず
の
天
気
。
さ
あ
滑

る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
の
半
面
、
一
抹
の
不
安
も
。
私
の
ス
キ
ー
歴

は
１
９
７
７
年
の
ハ
チ
北
東
ス
キ
ー
場
が
初
め
て
。
２
０
０
０
年

頃
ま
で
滑
っ
て
い
た
が
、
以
後
25
年
間
行
っ
て
い
な
い
。
宿
か
ら

「
動
く
歩
道
」
を
使
っ
て
日
陰
ゲ
レ
ン
デ
へ
。
こ
こ
も
西
欧
人
ば

か
り
。
道
具
を
借
り
、
20
数
年
ぶ
り
に
履
く
ス
キ
ー
靴
に
一
苦
労

で
し
た
。
ゴ
ン
ド
ラ
と
リ
フ
ト
を
乗
り
継
い
で
上
ノ
平
ゲ
レ
ン
デ

へ
。
２
人
は
上
級
者
ク
ラ
ス
、
自
分
は
初
級
者
ク
ラ
ス
。
「
我
が

道
を
行
く
」
べ
し
で
、
パ
ラ
レ
ル
で
ゆ
っ
く
り
、
休
憩
し
な
が
ら

滑
っ
て
み
る
。
う
ま
く
カ
ー
ブ
を
ま
き
、
エ
ッ
ジ
を
切
れ
た
時
は

面
白
く
楽
し
め
た
。
向
か
い
の
山
の
遠
望
を
望
む
と
、
妙
高
山
を

は
じ
め
山
々
に
雪
が
か
ぶ
さ
り
、
ふ
さ
が
っ
た
気
持
ち
や
日
頃
の

も
や
も
や
が
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
２
人
に
は
物
足
り
な
か
っ
た

か
も
と
思
い
な
が
ら
ほ
ど
ほ
ど
で
切
り
上
げ
、
宿
に
帰
り
、
温
泉

に
浸
か
り
、
夕
食
で
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
反
省
会
。

翌
日
も
ま
ず
ま
ず
の
天
気
。
し
か
し
昨
日
滑
っ
た
太
も
も
の
痛

さ
が
取
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
昨
日
同
様
に
上
ノ
平
ゲ
レ
ン
デ
へ
。

以
前
は
５
千
㍍
あ
る
林
間
コ
ー
ス
や
柄
沢
コ
ー
ス
な
ど
を
回
っ
た

が
、
今
回
は
２
人
と
離
れ
て
滑
り
、
半
日

で
切
り
上
げ
て
温
泉
で
休
息
。
夕
食
で
は

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
の
反
省
会
、
こ

れ
も
今
回
の
楽
し
み
な
の
で
す
。

最
終
日
は
朝
か
ら
帰
り
支
度
を
し
て
、

京
都
駅
着
が
３
時
過
ぎ
。
無
事
怪
我
な
く

帰
れ
て
、
お
互
い
に
安
堵
し
て
別
れ
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

長
野
・
野
沢
温
泉
で
、ス
キ
ー
＆
温
泉
へ

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

野沢温泉・大湯

北陸新幹線・飯山駅

ごんにむ荘の夕食



新
春
旗
び
ら
き
も
多
く
の
組
合
員
の
方
の

ご
協
力
で
無
事
に
開
催
で
き
、
ひ
と
段
落
。

▼
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
マ
イ

コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
と
感
染
症
が
大
流
行
中
。

感
染
予
防
に
改
め
て
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
騒
動
と
労
働
組
合

東
京
の
放
送
会
社
・
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
、
タ

レ
ン
ト
・
中
居
正
広
さ
ん
の
女
性
ト
ラ
ブ

ル
を
巡
る
問
題
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

軽
視
の
経
営
姿
勢
が
批
判
さ
れ
、
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
か
ら
広
告
差
し
替
え
が
続
き
、

一
気
に
経
営
危
機
に
陥
っ
た
。
▼
こ
の
事

態
に
対
し
て
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
労
働
組
合
は
、

経
営
刷
新
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
を
社
長

に
提
出
し
た
。
そ
の
際
、
組
合
員
数
は
80

人
か
ら
５
０
０
人
超
に
な
っ
て
い
た
と
か
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
社
員
数
は
昨
年
３
月
末
で

１
１
６
９
人
。
短
期
間
で
半
数
の
社
員
が

労
働
組
合
に
結
集
し
た
。
▼
会
社
が
傾
か

な
い
と
労
働
組
合
が
大
き
く
な
ら
な
い
の

は
、
よ
く
見
る
光
景
。
経
営
が
好
調
な
ら
、

組
合
に
入
ら
な
く
て
も
賃
金
は
上
が
る
し
、

組
合
費
を
払
い
た
く
な
い
人
は
ザ
ラ
に
い

る
。
▼
し
か
し
私
は
、
会
社
の
中
で
労
働

組
合
の
役
割
は
、
普
段
か
ら
重
要
と
考
え

る
。
▼
ま
ず
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
会
社
と
対
等
に
交
渉
す
る
労
働

組
合
の
存
在
が
、
社
内
の
民
主
的
な
運
営

の
保
障
に
な
り
ま
す
。
▼
そ
し
て
日
本
の

労
働
者
全
般
、
私
た
ち
の
組
合
は
高
齢
者

の
安
全
と
生
活
向
上
の
た
め
、
政
府
や
自

治
体
へ
要
求
す
る
、
社
会
運
動
の
担
い
手

の
役
割
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


